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東  本会は、東京都及びその周辺に

示
在住する小諸市出身者とその関係

諸 者をもつて組織し、会員相互の親
△

信 睦を厚 くし、その向上と郷土の発

参 展並びに社会文化に貢献する。
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東
京
小
諸
会
平
成
十
一人
一年
度
総
会
一懇
親
会
を
終
え
て

東
京

小
諸
会
実
行
一委
員
会

会
員
の
皆
様
、
東
京
小
諸
会
総
会
、
並

び
に
懇
親
会
に
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
、
こ

の
よ
う
に
多
数
ご
出
席
下
さ
れ
、
誠
に
有

難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
は
小
諸
市
か
ら
芹
澤
市
長
様
は
じ

め
、
高
橋
市
議
会
議
長
様
、
香
坂
商
工
会

議
所
会
頭
様
、
山
岸
観
光
協
会
会
長
様
並

び
に
ご
担
当
の
部
長
課
長
様
多
数
の
ご
出

席
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
若
い
時
か
ら
、
「出
身
は
ど
ち
ら
で

す
か
。」
と
聞
か
れ
る
と
、
必
ず

「信
州
小

諸
で
す
。」
と
胸
を
張
っ
て
答
え
て
来
ま
し

た
。す
る
と
殆
ど
の
人
は
「
い
い
所
で
す
ね
。」

と
云
い
、
次
に
島
崎
藤
村
の
こ
と
や
、
浅
間

山
、
千
曲
川
の
こ
と
が
話
題
に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
小
諸
市
が

「高
原
に
育
む
活

力
あ
る
詩
情
公
園
都
市

・
小
諸
」
と
、
今
後

の
町
の
発
展
の
軸
足
を
観
光
に
置
い
た
こ
と

堅
登
禁
楽
夏
長
責
）
０
〇
一
豪
〉寮豪
蓑
蓑
奎
蓑
黄
）

来
年
の
東
京
小
諸
会
総
会

・
懇
親
会
は

十

一
月
十
日

（土
）
如
水
会
館
三
階
ス
タ
ー
ホ
ー
ル
で

来
年
の
東
京
小
諸
会
総
会
・
懇
親
会
は
、
十
一
月
十
日
（土
）十
一
時
三
十
分
か
ら
、

今
年
と
同
様
、
東
京
都
千
代
田
区
一
ツ
橋
二
―

一
―

一
の
如
水
会
館
三
階
ス
タ
ー
ホ

ー
ル
で
開
催
す
る
こ
と
に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
今
か
ら
予
定
に
お
入
れ
に

な
っ
て
、
お
誘
い
合
わ
せ
、
多
数
御
参
加
下
さ
い
ま
す
よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
八
年
十
一
月
十
一
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
京
小
諸
会

Ｘ
豪
Ｘ
姦
資
姦
資
資
豪
豪
楽
豪
豪
豪
豪
資
姦
豪
姦
資
豪
豪
豪
資
夷
豪
楽
贅
豪
贅
夷
童
楽
豪
藁
蓑
豪
豪
姦
売
豪
資
売
豪
豪
せ

は
適
切
で
あ
っ
た
と
考
え
て
居
り
ま
す

（こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
多
少
判
り
に
く
い
点

は
あ
る
が
）

近
時
に
お
け
る
交
通
網
の
変
化
に
伴
い
、

且
て
の
商
都
小
諸
の
面
影
は
薄
れ
る
で
あ
ろ

う
免
れ
得
な
い
現
実
を
直
視
し
て
、
小
諸
独

自
の
文
化

・
文
学
を
重
点
に
観
光
都
市
小
諸

の
情
宣
活
動
に
力
を
入
れ
て
行
く
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
）^

そ
の
意
味
で
「小
諸

・
藤
村
文
学
賞
」
の
応

募
者
が
二
万
五
千
人
を
超
え
（十
二
回
の
延

べ
合
計
）。
「虚
子

。
こ
も
ろ
全
国
俳
句
大
会
一

の
投
句
が
、
今
年
は
海
外
を
含
め
一
万
七
千

余
に
達
し
た
等
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
り
ま

す
。ま

た
来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、
井

上
靖
原
作

「風
林
火
山
」
に
決
ま
り
、
小
諸

城
を
築
城
し
た
、
武
田
信
玄
の
軍
師
山
本
勘

助
も
当
然
登
場
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
の
力
を
借
り
、
小
諸
を
Ｐ
Ｒ
す
る

絶
好
の
機
会
と
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
私
は
昨

年
十
月
滋
賀
の
長
浜
を
訪
れ
た
時
、
至
る
所

に
、
今
年
の
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
秀
吉
、
三

成
な
ど
の
い
わ
れ
を
大
書
し
た
看
板
が
建
て

ら
れ
て
お
り
驚
い
た
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
ま

す
　
幸
い
、
す
で
に
市
長
自
ら
東
京
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
を
訪
れ
、
現
地
ロ
ケ
を
要
望
、
大
手
地
区

ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会
長
が
た
も
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
長
野
支
局
に
要
望
を
申
し
入
れ
た
と
の
こ

と
で
、
素
早
い
対
応
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

小
諸
市
で
は
す
で
に
北
国
街
道
な
ど
、
旧

街
道
の
町
並
み
を
着
々
と
整
備
さ
れ
て
お
ら

れ
ま
す
が
、
こ
の
上
は
如
何
に
大
勢
の
観
光

客
を
呼
び
込
む
か
に
懸
か
っ
て
い
る
と
考
え

ま
す
）^

終
り
に
東
京
小
諸
会
は
初
代
会
長
の
小
山

邦
太
郎
先
生
が
創
ら
れ
、
そ
の
当
時
か
ら
受

け
継
が
れ
て
い
る
信
条
に

「…
…
会
員
相
互

の
親
睦
を
厚
く
し
、
そ
の
向
上
と
郷
土
の
発

展
並
び
に
社
会
文
化
に
貢
献
す
る
。」
と
あ

り
ま
す
。
歴
代
会
長
を
中
心
と
し
て
役
員
一

同
力
を
合
わ
せ
て
会
の
運
営
を
さ
れ
て
こ
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
後
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協

力
並
び
に
小
諸
市
当
局
を
は
じ
め
、
関
係
各

種
団
体
、
有
力
企
業
の
皆
様
方
の
ご
支
援
を

受
け
、
小
諸
会
の
発
展
に
努
力
し
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
今
年
も
東
京
小
諸
会
総
会

・

懇
親
会
の
た
め
、
小
諸
市
、
信
州
味
噌
の
小

山
庫
荷
供
相
談
役
、
小
諸
そ
ば
の
小
川
正
元

会
長
、
マ
ン
ズ
ワ
イ
ン
長
沢
弘
明
小
諸
工
場

長
、
山
謙
酒
造
、
高
嶺
商
会
林
和
弘
会
長
、

コ
ミ
ー
の
小
宮
山
栄
社
長
、
常
磐
館
花
岡
隆

社
長
、
き
の
こ
の
森
の
花
岡
道
別
社
長
、
三

和
シ
ャ
ッ
タ
ー
の
渡
辺
静
雄
常
任
顧
間
、
本

・  ・
(4)(3)(2)(1) 

°  ・  °
(3)(2)(1) 

・  ・  ・  ・  ・

開
会
の
辞

実
行
委
員
会
代
表
挨
拶

慶
弔
報
告

物
故
者
へ
の
黙
祷

生成

事
会
務
報
告

一　
会
計
報
告

会
計
監
査
報
告

来
賓
紹
介

・
祝
辞

フ
ル
ー
ト
演
奏

懇
親
会

一　
県
歌
斉
唱

一　
鏡
開
き

乾

杯

開
宴

・
歓
談

・
福
引

中
締
め

閉
会
の
辞

平 成 17年 度 決 算 報 告 書

自平成17年 1月 1日 至平成17年 12月 31H (単 位 円)

上記の通り会計決算を報告します。平成18年 10月 13日

会計理事 高 橋 H召 平
以上の報告を監査したところいずれも正確であることを証明します。

監  事 土 屋 佳イtir

支 出 の 部

不1  目 金 額

係

費

代

外

金

制

信

刷

剛

越

総

通

印

福

繰

798,990

70,000

182,175

153,315

132,803

1,337,283

収 入 の 部

本卜 日 金 額

前年度繰越金

会 費 収 入

広告代及御祝儀等

53,165

469,000

815,118

1,337,283
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会
の
役
員
で
あ
る
小
山
田
純

一
、
市
川
源
太
郎

（東
京
岳
南
会
会
長
）、
大
地
あ
さ
の
、
小
山
洋
之

介
、
一昌
橋
昭
平
、
北
村
尚
巳
、
小
宮
山
栄

釜
削
出
）、

田
沢
雄

二
郎
、
柳

沢
紀

子
、
渡

辺
静
雄

金
削
出
）
須

田
武
久

、
小
山
清
吾

の
各

位

に
格

別

の
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
。
記
し

て
厚

く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

金
又
責

・
副
会
長
　
小
山
清
吾
）

東
京
小
議
会
平
成
．十
一人
一年
一度
総
会

， 懇
親
会
一に
一あ
一た

，

小

‐
諸
市
長
●
諄
■
Ｌ
澤

勤

本
日
こ
こ
に
東
京

小
諸
会
平
成
十
八
年

度
総
会

・
懇
親
会

が
、
ご
来
賓
の
皆
様

を
は
じ
め
大
勢
の
会

員

の
ご
出
席

の
も
と
盛
大

に
開
催

さ
れ
ま
す

こ
と

を
心

よ
り

お
慶

び
申

し
上
げ
ま
す
ｃ

会

員

の
皆
様

に
お
か
れ
ま

し

て
は
、

ふ
る
さ
と

小
諸
を
離

れ
、
お
元
気

に
活

躍
さ
れ

て

い
る

こ
と

に
重
ね

て
お
慶

び
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
平

素

は
小
諸
市

政

の
発
展

・
推
進

に
温

か

い
ご
支
援

ご
協
力
を

い
た
だ

い
て
お
り
ま
す

こ
と

に
対

し
ま

し

て
、
改

め

て
厚

く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

さ

て
、

こ

の
場
を
お
借
り
し
ま
し

て
小
諸
市

政

に
関
す

る
昨
年

来

の
こ
と

に

つ
い
て
ご
報
告
を
中

し
上
げ
ま
す
。
私

は
市
政
運
営

の
柱
と
し

て

「
子

育

て
」

「
教
育
」

「
環
境
」

の
３
Ｋ
、
そ
し

て

「
健

康

づ
く

り
」

「
危

機

管

理
」

の
２
Ｋ

の

５
Ｋ
を

掲

げ

て
お
り
ま
す
。
子
育

て
教
育

関
連

で
は
、
子
育

て
支
援
施

設

「
子
ど
も

セ

ン
タ
ー
」

の
建
設

に
今

年
度
着
手

し
、
平
成
十
九
年

四
月

の
オ
ー
プ

ン
を

目
指

し

て
工
事

を
進

め

て

い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ

れ
は
、
上
野
岸

の
小
諸
高
校
跡
地

に
、

○
歳

か
ら

十

八
歳
ま

で

の
幅
広

い
年

齢

の
子
ど
も
を
対
象

に

そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢

に
あ

つ
た
サ
ポ

ー
ト
が

で
き

る

よ
う
、
長
野
県
産
の
本
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い

「あ
た
た
か
さ
」
が
感
じ
ら
れ
る
や
さ
し
い
建
物

を
整
備
し
、
子
育
て
支
援
、
青
少
年
健
全
育
成
の

施
策
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、
小
学
生
か

ら
英
語
に
慣
れ
親
し
む
こ
と
、
英
語
で
遊
ぶ
こ
と

を
通
し
て
、
多
文
化
を
体
験
し
国
際
化
に
対
応
す

る
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
本
年
度
か
ら
小
学

校
に
三
名
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（外
国
語
指
導
助
手
）
を
配

置
し
、
小
学
校
英
語
教
育
を
始
め
ま
し
た
。

環
境
関
係
で
は
、
昨
年
度
市
内
小
中
学
校
八
校

に
一
〇
ｋＷ
の
太
陽
光
発
電
装
置
を
設
置
し
、
学

校
Ｉ
Ｓ
Ｏ
事
業
と
あ
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
の
環
境

学
習
に
役
立
て
て
い
ま
す
ｃ
ま
た
未
利
用
の
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
策
を
検
討
す
る
た
め
、
信
州

大
学
工
学
部
、
市
民
団
体
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
エ
ネ
ル

ギ
ー
研
究
会
と

「
マ
イ
ク
ロ
水
力
発
電
実
証
実
験

プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
」
を
開
始
し
、
昨
年
十
二
月
か
ら
、

相
生
町
の
ツ
ル
ヤ
本
店
横
の
松
井
川
で
最
大
出
力

五
〇
Ｏ
Ｗ
の
水
力
発
電
を
行
っ
て
い
ま
す
。
発
電

さ
れ
た
電
力
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
使
っ
た
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ル
ビ
ー
製
作
実
証
実
験
等
に
活

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
石
油
消
費
を
少
し
で
も
減

ら
し
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
す
る
た

め
、
地
元
の
間
伐
材
を
燃
料
と
す
る
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
を
昨
年
は
市
役
所
、
文
化
セ
ン
タ
ー
等
に

設
置
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
小
中
学
校
に
設
置

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
り
、
小
諸
は

「陽

の
当
た
る
坂
の
ま
ち
」
で
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

恵
ま
れ
た
豊
か
な
ま
ち
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
市

民
の
皆
様
に
認
識
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

危
機
管
理
の
面
で
は
、
十
六
年
度
、
十
七
年
度

の
二
年
を
か
け
て
防
災
行
政
無
線
施
設
を
整
備

し
、
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
内
に

九
三
か
所
の
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
と
、
公
共
施
設
、

議
員
、
区
長
宅
に
個
別
受
信
機
を
設
置
し
、
防
災

情
報
等
を
伝
達
す
る
も
の
で
す
。
市
で
は
、
こ
の

施
設
の
動
作
確
認
を
兼
ね
て
、
正
午
に
は

「上
を

向
い
て
歩
こ
う
」
午
後
五
時
に
は

「小
諸
わ
が
想

い
出
」
の
メ
ロ
デ
ィ
放
送
も
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
面
で
は
、
本
町
・
荒
町

・
与
良

を
中
心
と
し
た
北
国
街
道
沿
い
で
進
め
て
き
ま
し

た
街
並
み
環
境
整
備
修
理
修
景
事
業
に
よ
り
建
物

整
備
件
数
が
十
七
年
度
末
に
は
六
六
件
に
達
し
、

歴
史
的
町
並
み
が
整
っ
て
き
て
、
観
光
客
も
増
加

し
て
き
て
い
ま
す
。
文
化
庁
の
補
助
を
受
け
て
実

施
し
て
い
る
國
重
要
文
化
財
小
諸
城
大
手
門
の
保

存
修
理
事
業
も
、
明
治
以
降
改
造
さ
れ
て
い
た
一

階
部
分
も
本
来
の
門
に
復
元
す
る
こ
と
が
文
化
庁

よ
り
認
め
ら
れ
、
二
十
年
春
の
竣
工
を
目
指
し
て

工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
大
手
門
の
保
存
修

理
事
業
に
あ
わ
せ
、
線
路
で
分
断
さ
れ
て
い
る
大

手
門
と
懐
古
園
を
小
諸
城
内
と
し
て
一
体
感
を
持

た
せ
る
た
め
の

「駅
。
大
手
門
周
辺
ま
ち
づ
く
り

整
備
構
想
」
も
、
千
葉
大
学
の
福
川
教
授
、
建
築

家
宮
本
忠
長
さ
ん
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら

市
民
参
加
で
昨
年
度
策
定
し
、
十
九
年
度
か
ら
整

備
を
始
め
て
い
く
予
定
で
す
。

今
年
は
藤
村
の

「破
戒
」
が
自
費
出
版
さ
れ
て

か
ら
ち
ょ
う
ど

一
〇
〇
周
年
の
年
に
あ
た
り
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
か
ら
今
年
は
例
年
の
藤
村
忌
と

小
諸

・
藤
村
文
学
賞
授
賞
式
に
加
え
て
、
「島
崎

藤
村
ウ
ィ
ー
ク
」
と
名
づ
け
て
藤
村
に
関
わ
る
行

事
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
八
月
十
九
日
に
は
、

女
優
藤
村
志
保
さ
ん
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
葛
西
誠
司
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
を
お
迎
え
し
て
映
画
と
対
談
の
会
を
行

い
、
二
十
二
日
の
藤
村
忌
に
は
、
藤
村
の
出
身
校

で
あ
る
明
治
学
院
大
学
と
小
諸
市
と
の
協
働
連
携

に
関
す
る
基
本
協
定
を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
藤
村
を
ゆ
か
り
と
し
て
、
大
学
と
小
諸
市
が

文
化
、
教
育
、
学
術
等
の
各
分
野
で
協
働
連
携
し
、

交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
の
発
展
を
図

る
と
い
う
も
の
で
す
。

さ
て
、
現
在
の
懐
古
園
で
あ
る
小
諸
城
の
も
と

と
な
る
縄
張
り
を
し
た
と
い
わ
れ
る
山
本
勘
助
が

主
人
公
と
な
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

「風
林
火

山
」
が
来
年
度
放
映
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
講
談
社

の
若
者
向
け
雑
誌
で
は
、
現
在
の
小
諸
城
を
完
成

さ
せ
た
仙
石
秀
久
を
主
人
公
と
し
た
マ
ン
ガ

「セ

ン
ゴ
ク
」
が
連
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
諸
城
、
懐

古
園
、
そ
し
て
小
諸
を
全
国
Ｐ
Ｒ
す
る
に
は
絶
好

の
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
本
年
八
月
に

東
芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
か
ら
全
国
発
売
さ
れ
た
作
詞

¨
永
六

輔

作
曲

・
編
曲

¨
小
林
亜
星

唄

¨
由
紀
さ
お
り

さ
ん
に
よ
る
Ｃ
Ｄ

「小
諸
わ
が
想
い
出
」
、
九
月

二
十
二
日
に
登
山
規
制
が
レ
ベ
ル
ー
に
下
げ
ら
れ

火
口
か
ら
五
〇
Ｏ
ｍ
の
前
掛
山
ま
で
登
れ
る
よ
う

に
な
つ
た
浅
間
山
と
あ
わ
せ
て

「小
諸
」
を
Ｐ
Ｒ

し
、
多
く
の
皆
様
に
小
諸
を
訪
れ
、
小
諸
感
じ
、

小
諸
を
愛
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

東
京
小
諸
会
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
小
諸
の
広
報

担
当
と
し
て
、
観
光
大
使
と
し
て
、
小
諸
の
よ
さ

を
周
り
の
皆
様
に
広
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
市
長
と

し
て
大
変
あ
り
が
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
ふ
る
さ
と
小
諸
の
た
め
に
引
き
続
き
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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「小
諸

・
藤
村
文
学
賞
」

随
筆
や
エ
ッ
セ
ー
を
全
国
か
ら
公
募
す
る

「小
諸

・
藤
村

賞
」
が
、
今
年
十
二
回
目
を
迎
え
、
応
募
作
品
数
が
ト
ー
タ

二
万
五
千
点
を
超
え
た
。
毎
年
二
千
点
前
後
の
応
募
が
あ
る

イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
事
業
予
算
は
約
五
百
六
十
万
円
と
、
「全

模
で
宣
伝
す
れ
ば

一
回
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
額
」
（小
諸
市
教

同
じ
く
全
国
公
募
す
る

「虚
子
こ
も
ろ
全
国
俳
句
大
会
」
（

費
百
五
十
万
円
）
も
含
め
、
決
し
て
高
い
と
は
言
え
な
い
予
を

「文
学
の
ま
ち
小
諸
」
の
認
知
度
を
高
め
て
い
る
。

同
文
学
賞
は
、
島
崎
藤
村
没
後

五
十
年
、
生
誕
百
二
十
年
記
念
に

あ
た
っ
た
平
成
四
年
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
。
毎
年
全
国
各
地
や
海

外
も
含
め
、
二
千
点
前
後
の
応
募

が
あ
る
。
中
に
は
何
度
も
応
募
し

て
く
る
フ
ァ
ン
も
い
て
、
そ
の
定

着
具
合
が
伺
え
る
。
同
市
ゆ
か
り

の
作
家

・
高
田
宏
氏
や

「国
家
の

品
格
」
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
出
し

た
藤
原
正
彦
氏
ら
選
考
委
員
に
よ

っ
て
、
▽
一
般
▽
高
校
生
▽
中
学

生
の
各
部
門
ご
と
に
入
選
作
品
を

選
考
し
て
い
る
。

審
査
結
果
の
報
告
会
含
一十
三
日
）

今
回
は
、
過
去
最
高
の
二
千
七

百
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
選
考
会

は
二
十
二
日
開
き
、　
一
般
の
部
で

三
重
県
の
女
性
が
、
高
校
と
中
学

生
の
部
で
は
そ
れ
ぞ
れ
東
京
都
の

生
徒
の
作
品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば

れ
た
。
小
諸
市
か
ら
は
野
沢
北
高

三
年
の
桜
井
優
花
さ
ん
＝
東
小

諸
＝
が
、
二
年
連
続
の
佳
作
に
選

ば
れ
た
。
表
彰
式
は
、
八
月
二
十

一
日
に
予
定
し
て
い
る
。 村

文
学

タ
ル
で

る
人
気

全
国
規

教
委
）
。

（事
業

ｒ
算
が
、

⌒

吏二12

倉 回

計 の
V

「文
学
の
ま
ち
小
諸
」
の
認
知
度
ア
ッ
プ

全
国
公
募
で
七
回
を
数
え
る

「
虚
子
こ
も
ろ
全
国
俳
句
大
会
」

も
、
毎
年
過
去
最
高
の
応
募
点
数

を
記
録
。
「
県
内
で
全
国
規
模
で

行
う
文
学
イ
ベ
ン
ト
は
な
く
、

「文
学
の
ま
ち
小
諸
」
が
ジ
ワ
リ

と
浸
透
し
て
い
る
の
で
は
」
と
、

主
催
す
る
小
諸
市
教
委
で
は
見
て

い
る
。

（小
諸
新
聞
　
二
〇
〇
六
（平
成
十
八
年
）

六
月
二
十
日
（金
）よ
り
抜
粋
）

尋
箸
ハ
古
事
記
二
登
場
シ
神
事
ニ
モ

ツ
カ
ワ
レ
テ
キ
タ
、
ニ
ホ
ン
ノ
モ
ッ

ト
モ
シ
ン
プ
ル
ナ
道
具
。
場
所
ヲ
ト

ラ
ズ
、
収
納
、
洗
浄
ナ
ド
、
イ
チ
バ

ン
簡
単
〃

ニ
ホ
ン
ノ
棒
ダ
ケ
デ

「点
、
線
、

面
」
ノ
道
具
ノ
機
能
ア
リ
。
ツ
マ
リ
、

持
チ
カ
エ
ナ
イ
デ

「突
キ
刺
ス
、
ハ

サ
ミ
切
ル
、
持
チ
ア
ゲ
移
動
ス
ル
」

等
、
「
↑
ン
」
ハ
片
手
ダ
ケ
デ

「
ク

チ
バ
シ
」
卜
同
ジ
仕
事
ガ
出
来
マ
ス
。

ク
チ
バ
シ
ヲ
學
ベ
バ
、
箸
ノ
新
タ
ナ

発
見
ヤ
開
発
ヲ
楽
シ
メ
マ
ス
。

又
、
箸
ハ
イ
チ
バ
ン

「文
化
性
、

多
様
性
」
ガ
ア
ル
道
具
。
種
類
モ
多

シ
。
素
材
ハ

「動
植
物
、
金
属
。
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
」
等
。
木
ノ
箸
ダ
ケ
デ

モ

「黒
檀
、
紫
檀
、
ツ
ゲ
、
桑
、
白

樺
、
タ
ガ
ヤ
、
鉄
木
、
桜
」
等
。
塗

り
箸
ノ
地
域
ダ
ケ
デ
モ

「若
狭
、
輪

島
、
津
軽
、
会
津
他
約
十
五
種
類
」

ト
カ
。
用
途
モ

「盛
り
付
ケ
箸
、
取

り
箸
、
茶
事
ノ
箸
、
香
箸
、
オ
メ
デ

タ
イ
末
広
箸
、
神
事
ノ
箸
、
火
箸
」

等
多
シ
。
ソ
レ
ニ
箸
置
キ
、
箸
袋
モ
。

更
二
、
箸
ハ
我
々
ガ
幼
児
ノ
頃
カ

ラ
天
寿
ヲ
全
ウ
ス
ル
マ
デ
毎
日
カ
カ

サ
ズ
オ
世
話
ニ
ナ
ッ
テ
イ
ル
道
具
。

日
本
人
ハ
モ
ノ
ヅ
ク
リ
ガ
得
意
。
コ

レ
ハ
箸
デ
指
先
ガ
器
用
ニ
ナ
ッ
タ
オ

カ
ゲ
。
商
売
ヤ
政
治
ナ
ド

「カ
ケ
ヒ

キ
ヲ
要
ス
ル
モ
ノ
」
ハ
下
手
デ
モ
イ

イ
ジ
ャ
ン
。

箸
ニ
モ
棒
ニ
モ
カ
カ
ラ
ヌ
人
ハ
サ

テ
オ
キ

「人
卜
人
ト
ノ
ハ
シ
ワ
タ

シ
」。
箸
ヲ
通
シ
テ
共
二
喜
ブ
コ
ト

ハ

シ

審査結果の報告会 (23日 )
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小林亜星・永六輔さん制作の歌

「小諸わが想い出」CD発売
|:|:|■ |,11:|::

戦
時
中

、
と
も

に
小
諸
市

に
疎

開
し
た
作
曲
家

の
小
林

亜
星
さ

ん
、
放
送
作
家

で
作

詞
家

の
永

六
輔
さ

ん
が
共
同
制
作

し
た
歌

「
小
諸

わ
が
想

い
出
」

が

八
月

、
シ

ン
グ

ル

Ｃ

Ｄ
に
な

っ
て
全

国
発
売

さ
れ

る

こ
と

が
決

ま

っ
た
。
市

に
歌

が
送

ら
れ

て
か
ら
八
年

が
た
ち

、
地

元

の
音
楽
愛
好
家

ら
が

「
小
諸

の
宝
を
全

国

に
広
め
た

い
」
と

Ｃ
Ｄ
発
売
を
働
き

か
け
て

い
た
。

販
売

元

の
東
芝

Ｅ
Ｍ
Ｉ
に
よ

る
と

、

Ｃ

Ｄ
ジ

ャ
ケ

ッ
ト
に
は
市

の
風
景
写
真

が
使

わ

れ
る
可

能
性

が
あ
る
と

い
う

。

（森

厚
志
）

小
林
さ
ん
と
永
さ
ん
は
疎
開
先
で
悲
喜
こ

も
ご
も
の
思
い
出
を
遺
し
た
が
、
「時
代
が

悪
か
っ
た
だ
け
。
小
諸
に
恩
返
し
を
し
た
い
」

（小
林
さ
ん
）
と
、
こ
の
歌
を
共
同
制
作
ｃ

九
八
年
に
同
市
で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト

「五
十

年
ぶ
り
の
小
諸
で
―
」
で
初
披
露
し
、
市
に

寄
贈
し
た
。

し
か
し
そ
の
後
、
歌
を
聴
く
機
会
が
な
く

忘
れ
去
ら
れ
て
い
た
。
「小
諸
の
た
め
に
せ

っ
か
く
作

っ
て
く
れ
た
歌
を
大
切
に
し
よ

う
」
と
の
声
が
上
が
り
、
Ｃ
Ｄ
制
作
実
行
委

員
会
が
今
年
三
月
、
歌
手
の
由
紀
さ
お
り
さ

ん
の
歌
で
録
音
。
防
災
無
線
の
屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
で
市
が
こ
の
歌
を
毎
日
流
し
、
浸
透
を

図
っ
て
い
る
。

由
紀
さ
ん
の
叙
情
的
な
歌
に
ピ
ア
ノ
の
伴

奏
。
小
林
さ
ん
は

「今
ど
き
の
Ｃ
Ｄ
に
し
て

は
珍
し
い
く
ら
い
地
味
な
曲
。
古
き
良
き
も

の
を
思
い
出
だ
け
に
終
わ
ら
せ
た
く
な
か
っ

た
か
ら
、
感
無
量
で
す
」
。
永
さ
ん
も

「疎

開
時
の
苦
い
思
い
出
が
あ
り
、
戦
後
の
長
い

間
、
小
諸
を
避
け
て
い
た
が
、
小
林
さ
ん
の

働
き
か
け
で
歌
を
作
り
、
Ｃ
Ｄ
に
ま
で
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
と
喜
ぶ
。

芹
沢
勤
市
長
は
璽
討
も
曲
も
素
晴
ら
し
く
、

全
国
の
人
に
聴
い
て
も
ら
い
た
い
」
と
し
、

発
売
に
合
わ
せ
て
小
林
さ
ん
ら
３
人
を
市
に

招
い
て
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
き
た
い
考
え

だ
。カ

ツ
プ
リ
ン
グ
曲
は
由
紀
さ
ん
が
歌
う

「雨
降
り
お
月
」
。
発
売
は
八
月
九
日
で

一
二

〇
〇
円

（税
込
み
）
。

（朝
日
新
聞
　
二
〇
〇
六
年

（平
成
十
八
年
）
六
月
二

十
五
日
　
日
曜
日
よ
り
抜
粋
）

長
野
県
歌

信
濃
の
国

浅
井
　
測

作
詞

一
、
信
濃
の
国
は
　
十
州
に

境
連
な
る
　
国
に
し
て

そ
び
ゆ
る
山
は
　
い
や
高
く

流
れ
る
川
は
　
い
や
遠
し

松
本
　
伊
那
　
佐
久
　
善
光
寺

四
つ
の
平
は
　
肥
沃
の
地

海
こ
そ
な
け
れ
　
物
さ
わ
に

万
す
足
ら
わ
ぬ
　
事
ぞ
な
き

二
、
四
方
に
そ
び
ゆ
る
　
山
々
は

御
嶽
　
乗
鞍
　
駒
ヶ
岳

浅
間
は
殊
に
　
活
火
山

い
ず
れ
も
国
の
　
鎮
め
な
り

流
れ
定
め
ず
　
ゆ
く
水
は

北
に
犀
川
　
千
曲
川

南
に
木
曽
川
　
天
竜
川

こ
れ
ま
た
国
の
　
固
め
な
り

古城の日暮

清 水 啓 rI
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．観
光
梶
ズ
に
期
待

来
年

の

Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河

ド

ラ

マ
が
井

上
靖

原
作

の

「
風
林

火
山
」

に

決

ま

っ
た
。

原
作

で

は
小
諸

や

上

田
が
登

場

し

て
お
り
、
東
信

地

区

に
ゆ

か
り
が
深

い
。
地

元
で

は

「
Ｐ

Ｒ
の
絶

好

の
機

会
」
、

「
観

光
振

興

に

つ
な

が

る
」

な
ど

と
期

待

が
高
く

、

ロ
ケ
地
誘
致

の
動

き
も
出
て

い
る
。

ゆかリー深い小1諸や上田

「風
林
火
山
」
は
戦
国
武
将
、

武
田
信
玄
の
軍
師
、
山
本
勘
助

が
主
人
公
。
信
玄
に
仕
え
て
か

ら
川
中
島
の
合
戦
で
討
ち
死
に

す
る
ま
で
の
生
き
様
を
描
い
て

い
る
。

軍
師
と
し
て
奇
才
を
発
揮
し

た
勘
助
は
小
諸
城

（原
作
で
は

小
室
城
）
を
設
計
し
た
と
さ
れ

柱
談
郵
鏑
詢
戸
石
城
攻
め
や
上
田
原
合
戦

て
お
り
、
小
諸
市
誌
に
は
築
城
を
祝
っ
て
勘

助
が
詠
ん
だ
と
い
う

「遠
近
の
深
山
隠
れ
の

秘
事
の
縄
幾
千
代
を
経
む
城
の
松
風
」
が
紹

介
さ
れ
て
い
る
。
懐
古
園
に
は
勘
助
が
鏡
と

し
て
使
っ
た
と
さ
れ
る

「鏡
石
」
が
あ
る
。

こ
う
し
た
縁
も
あ
り
、
芹
沢
勤
小
諸
市
長

ら
は
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
訪
れ
、
ド
ラ
マ
制
作

の
担
当
者
に
現
地
ロ
ケ
実
施
を
要
望
。
中
山

千
弘

・
小
諸
市
大
手
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
協

議
会
長
ら
市
民
有
志
５
人
も
Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
野
放

送
局
を
訪
れ
、
川
上
広
文
局
長
に
面
会
し
た
。

参
加
者
は

「面
会
時
間
を
大
幅
に
超
え
て
要

望
を
聞
い
て
も
ら
つ
た
。
何
ら
か
の
形
で
小

諸
を
ド
ラ
マ
の
中
に
入
れ
て
も
ら
い
、
全
国

に

Ｐ

Ｒ
し

た

い
」

と
期
待
を
込
め

る

。

（
東

信

ジ

ャ

ー
ナ

ル

二
〇

〇

六
年

（
平
成

十

八

年

）

七

月

十

二

日

（
水

曜

日

）
よ

り
抜
粋
）

勘助が鏡として使つたとされる「鏡石」

少調9 ・嚢1■

懐古園にある

NHK長野放送局を訪れ要望する中山さんら
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東
京
小
諸
会
副
会
長

小
山
田
菊
地
法
律
事
務
所

弁
護
士

弁
護
士

菊 小
山

地 田

慎 一

事
務
所
　
一Ｔ
ｌ０１
１
皿

東

京

都

中

央

区

京

橋

二
―

一
一
ヽ
五

パ
イ

ン
セ
ン
ト
ラ
ル
ビ

ル
九
階

電
話

（〇
三
〓
一４
翁

　
一西
主

　
一
両
七

一

，日
　
宅

　
一Ｔ
Ｒ
Ｉ
剛
　
東
京
都
東
村
山
市
秋
津
町
四
―
二

一
―

´
四

電
話

（〇
四
二
三
）
九
五

十
〇

五

六

八

東
京
小
諸
会
副
会
長

長
野
県
人
会
連
合
会
理
事

東
京
岳
南
会

（長
野
県
立
野
沢
北
高
等
学
校
関
東
同
窓
会
）

△
ム
　
長

市
　
川
　
源
太
郎

〒
‐０３
‐
咄

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
兜
町
十
九

十
人

人
重
洲
Ｋ
Ｉ
Ｈ
ビ

ル
七
Ｆ
　
井
出
事
務
所
内

事
務
所

Ｈ
一
ｎ

Ｏ
三

‐
〓
．六
三
九
　

六
六

一
七

自
　
宅

Ｈ

〓ヽＥ
れ

〇
三

―
三
六
〇
五

―
七
〇
三
三

携

帯

〇
九
〇

人
七

二
七

．二
五
人
九

東
京
小
諸
会
副
会
長

大

池

あ
さ

の

東
京
小
諸
会
副
会
長

長
野
県
人
会
連
合
会
評
議
員

東
京
浅
間
会
顧
問

小

山

清

吾

（
能

美

防

災

仰

顧

問

）

〒
肥
‐
晰

千
代
田
区
九
段
南
四
―
七
―
．二

電
話

（〇
三
）
三
二
六
五
十
五

．
五
三

（
小

諸

市

与

良

町

出

身

）

三

井

住

友

海

上

帥

社

友

東
京
小
諸
会
副
会
長

カ
ル
ピ
ス
株
式
会
社

顧
　
間

小
　
山
　
洋
之
介

〒
‐５０
１
肥
　
東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
南
一
―́
四
―

一

電
話

（〇
三
）
六
四

一
二
―
三
二

一
〇

東
京
小
諸
会
常
務
理
事

税
　
理
　
士一局

昭

平

〒
配
‐
Ш
　
東
京
都
目
黒
区
束
ヶ
丘

一
―
二
人
　
八

電
話

（〇
三
）
三
四

一
八
―
〇
四

一
六

東
京
小
諸
会
理
事

北
　
村

尚

巳

ド DЮ
―
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土柳 中土 田鈴 須 白北 岡石 渡 高小 小 小 小 :

宮

屋 澤村 屋 澤 木 田鳥村 部 井 辺橋 山林 山 山 |

佳 紀 美 憲 雄 裕 武 ひ 尚幸 敬 静 昭   洋 清 乏
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子 子 子 郎 郎 子 久 じ巳美 二 雄 平 栄博 介 吾 (

東
京
小
諸
会
常
務
理
事

コ
ミ
ー
株
式
会
社
社
長

小

宮

山

栄

〒
Ψ

‘皿

埼
玉
県
川

国
市
並
木

二
上

下

〓
．

電
話

（〇
四
人
）
二
五
〇
―
五
三

一
一

石
川
島
播
磨
重
工
業
株
式
会
社

技
術
開
発
本
部

技
師
長

工
学
博
士
　
技
術
士
（建
設
部
門
）

田
　
沢
　
雄
二
郎

〒
２３５
‐
馴
　
横
浜
市
磯
子
区
新
中
原
町

一
番
地

電
　
話

（〇
四
五
）
七
五
九
―
二
一
四

一

Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
四
五
）
七
五
九

　

一二
〇
人

”
●
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一ｋ
こ
〓
ｏ‐
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‘
”
Ｏ
Ｌ
Ｌ
ｏｏ
一ｏ

東
京
小
諸
会
理
事

婦
人
用
ア
ク
セ
サ
リ
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手
作
り
高
級
造
花

造
花
材
料
製
造
卸

有
限
会
社
ア
オ
イ

取
締
役

沢

紀

子

営
業
所

一Ｔ
ｌ７６
‐
剛

東
京
都
練
馬
区
豊

玉
北

四
―
二
人

―
六

電
　
話

（〇
三
〓
二
九
四
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―
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人

．
一
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Ａ
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二
九
四
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京
都
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区
中
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北

一
―
三
二
―
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電
　
話
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三
三
二
九
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〇

―
六
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〇
六
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京
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会
常
務
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事

三
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シ
ヤ
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エ
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社
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辺
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〒
協
‐
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区
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〔7〕 第30号 東 京 小 諸 会 々 報

三和シヤッターグループは、「安全」「安心」「快適」を
提供することにより、社会に貢献致します

低価格で「窓」の防犯性と利便性をアップ !

“防犯性能の高い住宅用窓シャッター"

サン庁竃ッやス嚇  靡
「防るこ性能の高い住宅用窓シャッター」とは、官民合同会議で評価
された、公表リストに適合する防るE性能の高い商品です。

三和シヤッターエ業株式会社
常任顧問 渡辺静雄

ホームンく―̂ジ  http://wwwo sanwa― sso co.jp



東 京 小 諸 会 々 報 第 30号 〔8〕

マンズワイン株式会社
小諸ワイナリー

〒384Jヽ諸市諸375
容0267-22-6341ご見学可

・ら
３

ｄ
嘲
ｒ

り
１

訃
％
イ
ぼ

・ん
Ｆ
ｔ

ｒ

ａ 叩
・

信州・信濃

挽きたて0打ちたて0茄でたて

●も備4す
株式会社三ツ和小諸そば事業部

〒104東京都中央区新川2丁目13番 8号 803(3555)0092

厳情り仏 やすらざとロマンにひたるノゾートホ元ル

窓からは浅関連峰北アルプスの山々が
眺望でき、体の芯より温め、疲れを癒 じ
てくれます。休憩室◆男女サウナ完備。

小諸温泉

浅
間
山
麓
の
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
拠
点
に
〃

さ
わ
や
か
信
州
・小
諸

紅
葉
狩
り

0小 縮じカ ドキわ頭刀しJTLヨし
小諸市古城1-1-5 Te1 0267-22-8000

健康を贈る

山吹味噌の特長―

天然、自然の条件を何よりも尊重し

味噌に最適な原料を選び

昔ながらのみそ造 りの長所を守り

量産にこだわらず、自然の味のみを

追求しています。

味噌づ くり300有余年一一―

J贈張翠碁
「

薔
信州味噌株式会社

本社/〒 170-0003東 京都豊島区駒込1-37-6-203
TEL 03-5319-4138
FAX 03-3943-3150

工場/〒 384-0000長 野県小諸市荒町 1-7-11
TEL 0267-22-0007(ft)
FAX 0267-24-0647



〔9〕 第30号 東 京 小 諸 会 々 報

絣 鶉 参
m大 曜B(8～ 11月は無体)

脚 AMll:00～ PM9:00
孤 H17年 2月 は不定体です

平日輌～木)のみ/1日 限定40名様(8名様以上t・l

超け計きr―X
く120分、飲み放題〉

力■潤朦とくとくコース13'800円

お|■人様1泊2食 (サ。税込)/宰自(月 ～木)のみ‐

爛太郎コース
●‖帰り/お・人様4,500円～け込・税別)

● 1泊2食/お 状攘8,000門 ～け込・税対

TEL0267・ 22・ 0516

佐
久
の
地
酒

・
山
謙
酒
造
の
花
シ
リ
ー
ズ

暑

↓孝

友

純米酒
”↓牛働γ叫√

未
笙
醸
確
惜
一　
▲″

燿
Ｑ
″
‐．．、
４
」
「
川
］
【
「
　
　
回
御

だヵ、』
Ⅷ̈
り
物
にぜ
ひご
活

銘
馨

山
謙
酒
造
店

用

長
野
県
小
諸
市
市
町

一
―
ニ
ー
二
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
Ｏ
二
六
七
―
三
二
―
〇
〇

一
ｔ

水
は
浅
間
の
伏
流
水
。

米
は
山
田
錦

・
美
山
錦
を
主
原
料

に
、
酒
造
り
の
命
で
あ
る
、
麹
造

り
は
む
ろ
ん
の
こ
と
爆
詰
に
至
る

ま
で
す
べ
て
伝
統
に
の
っ
と
っ
た

手
造
り
の
地
酒
で
す
。

κ

“

″′ρ

―

お
い
し
さ
も
、
健
康
も
一ラ
ポ
ン
の

暮らしにとけ込んだ、　
　
はｍ一

一・
・こ」一嗜″

愛
す
べ
き
味
わ
い
。

一ラ
ポ
ン
に
生
ま
れ
て

よ
か
っ
た
と
思
う

素
直
な
お
い
し
さ
を
お
届
け
し
ま
す
。

お問い合わせ:キッコーマンお客様相談センター 1回 0120 120358 http″www k kkoman coip/

だ
か
ら
、キ
ッ
コ
ー
マ
ン



東 京 小 諸 会 々 報       第30号 〔10〕

躍進する香坂グループ

株式会社 香

培

代

社

坂

土
時

養
椰

建

式

勝

設

信 株

坂

会 社

株式会 シンコー・エステート
代表取締役 香坂  勝

本社/小諸市甲92番地 公0267-22-1184(代 )

信濃培養土lal 公0267-22-5439

株式会社シンコー・エステート 容o267-22-1184



〔11〕 第30号 東 京 小 諸 会 々 報

信 グ 卜`I博
大 好 評

/Jヽ 言罐罫―

頂 一 ま

目  し■
~

し  た

5号缶 田幕量200g言書

地元浅間高原産の一級品の原料を使用しています。

郷上の特産として、贈答品、おみやげとして、御

利用ください。

3本詰め、6本詰め、 10本詰めなど御座います。

多少にかかわらず全国発送致します。

株式会社

芸
定

人
バ

期
凧
立問

卿離
糾闘

TEL 02
FAX 02

67-2
67-2

2-3832
2-4396

年

推
４
市

成

諸

平

小

賞入展産藤何
口ｍ

会長 林 和弘

小諸市和田547-21

小諸なる古城のほとり
「千曲川旅情の歌」より

恭
識
な
る
辞
藤
が
ほ
と
り
　
気
配
く
ぷ
子し
湿
し
む

み
ど
り
な
す
は
こ
べ
は
萌
え
ず

若
草
も
藉
く
に
よ
し
な
し

し
ろ
が
ね

の
余

の
岡
辺
　
日
に
溶
け
て
淡
雪
流
る

あ
た
た
か
き
光
は
あ
れ
ど

野の
に
満み
つ
な
科
ダ
知
ら
ず

浅
く

の
み
春
は
霞
み
て
　
麦

の
色
わ
ず
か
に
青
し

旅
人

の
群
は

い
く

つ
か
　
畠
中

の
道
を
急
ぎ
ぬ

暮
れ
ゆ
け
ば
浅
間
も
見
え
ず
　
歌
か
な
し

佐
久

の
草
笛
　
歌
か
な
し

千
曲
川
い
ざ
よ
う
波
の

濁
り
酒
濁
れ
る
飲
み
て

岸
近
き
宿
に
の
ぼ
り

つ

草
枕
し
ば
し
慰
む

明
治
三
十
三
年
四
月

「明
星
」
創
刊
号
に

発
表
し
た
藤
村
の
詩
に
、
大
正
十
四
年
作
曲
。


